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 
本研究は心理社会的看護介入について､ どのようなものをどの程度習得しているかを明らかにすることを
目的とした｡ 平成18年度の２年生から４年生を対象とし､ Nursing Interventions Classification (NIC) 第３
版の486の看護介入の中から､ “領域３：行動的介入”を中心に､ 心理社会的看護介入に焦点をあて､ 看護教
員からの意見を集約して選択した159の心理社会的看護介入について､ 習得度を４段階で自己評価してもらっ
た｡ その結果､ ほぼすべての心理社会的看護介入で学年進行に伴う習得度の向上がみられた｡ また､ 習得度
が高かったのは ｢栄養支援｣ ｢リラクセーション法｣ ｢治療的タッチング｣ などの 『身体安楽促進の介入など
の身体機能を支援するケア』 や､ ｢セルフケア援助｣ ｢積極的傾聴｣ ｢タッチング｣ などの 『ライフスタイルの
変容を促進するケア』､ ｢意思決定支援｣ ｢退院計画立案｣ などの 『ヘルスシステムの利用を支援するケア』 で
あった｡ 習得に関して課題を残している領域としては 『ケア対象者の認知を変更するケア』 や 『地域の健康





































いるか (習得度) を､ ｢よく知っている (４
点)｣ ｢大体知っている (３点)｣ ｢少し知って




















は70.0 (SD=18.3)､ ３年生は105.9 (SD=19.6)､































































進｣ ｢回想法｣ ｢サーベイランス｣ ｢サーベイ
ランス：安全性｣ ｢サーベイランス：地域社
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ものとして ｢セルフケア援助｣ や ｢積極的傾




















また､ ｢積極的傾聴｣ ｢タッチング｣ ｢カウ



























































































































て習得度が低かった ｢保険認可支援｣ や ｢財



































































や､ ｢セルフケア援助｣ や ｢積極的傾聴｣ ｢タッ
チング｣ などの 『ライフスタイルの変容を促
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